
大谷踏切拡幅を進めます 

平成２７年９月１８日 
市道上浜町大谷町第１号線より大谷踏切を望む 



 上浜町大谷町第１号線の現状 

JR・伊勢鉄軌道部幅員 約２．５ｍ 

踏 切 西 側 

踏 切 東 側 

 ○近鉄架道橋下幅員 約５．０ｍ 
 ○高さ制限 ２．４ｍ 

乗用車１台しか通行できず、 
乗用車と歩行者が錯綜 

高さ制限で救急車が通行不可 



市道上浜町大谷町第１号線 

市道栄町広明町第１号線 

国道２３号 

県道津関線 

 大谷踏切拡幅の必要性 

 ◎渋滞の緩和     
 ◎歩行者・自転車の安全確保 

津駅周辺の慢性的な渋滞 

◎ 
◎ 三重大学 

総合文化 
センター 

◎ 

小・中学校 

高等 
学校 

博物館 

◎ 

◎ 

市道上浜町大谷町第１号線 
１車線相互通行から 

自歩道付き対面 
２車線道路に拡幅 

国道２３号 ⇔ 県道津関線 

◎ 
美術館 

◎ 
県庁 

市道栄町広明町第１号線 
対面２車線道路は 

１路線のみ 

大型商業
施設 

住宅団地 

慢性的な渋滞 



 上浜町大谷町第１号線の交通量 

区  分 交通量 
車    両 ３，８５２台 
自動二輪 ９６台 
自 転 車 ２４８台 
歩 行 者 １２５人 

津駅前北部 
土地区画整理事業区域 

大谷踏切の交通量調査を 
Ｈ26.6.30(午前７:00～午後7:00) 

１２時間で実施 

津駅前北部地区市街地再開発事業区域 

市道上浜町大谷町第１号線 

津駅前北部土地区画整理事業区域 

県道津関線 

国道２３号 

日当り推計交通量 ５，４００台/日 

交通量調査箇所 



大谷踏切 

 上浜町大谷町第１号線の渋滞状況 

  １２時間（午前７時～午後７時）    ２．４時間 回数 ７８回 

  １時間最大（午前８時～午前９時）   １９分間 回数 １０回 

踏切西側 ⇒ 踏切東側 踏切東側 ⇒ 踏切西側 

ピーク時間帯の交通量 
（午前８時～午前９時 ２４１台） 
渋滞長 約２００ｍ 

踏切遮断時間 

ピーク時間帯の交通量 
（午後６時～午後７時 ２４３台） 
渋滞長 約２５０ｍ 

大谷踏切 

渋滞 渋滞 



  津駅周辺の津駅前北部土地区画整理事業(平成７年７月 都市計画決定) 
 

   

他の踏切道の廃止を基本として、拡幅の了承を得る 

 大谷踏切拡幅の経緯 

          鉄道事業者と踏切拡幅の協議を実施  平成１０年 

この計画を進める中で、津駅西地区の住宅地や文化ゾーンなどを
結ぶ市民の生活に密着した東西アクセス道路として、地域の皆さ
んの要望にも応え、大谷踏切の拡幅を検討  



  

平成２７年度一般会計補正予算（６月）で調査・予備設計費
を計上 

津駅前北部土地区画整理事業の完了が近づくなか、 
政策的判断を行い、かねてより懸案とされてきた案件の 
解消に向けて鉄道協議を行うための調査・予備設計に着手 

ＪＲ名松線上井生踏切（一志町井生地内）の廃止について
地元同意を得る  

 大谷踏切拡幅に向けての取り組み 

 平成２７年 

 かみ  い    う 



 上浜町大谷町第１号線の計画断面 

踏 切 西 側 

踏 切 東 側 10.0m 

0.5m 3.5m 2.75m 2.75m 0.5m 

車 道 
自転車 
歩行者 

専用道路 

建築限界  
 H=3.0m 建築限界  

 H=2.5m 

線 路 

車 道 自転車 
歩行者 

専用道路 

車 道 

車 道 

線 路 



 工事着手までの流れ 

工事着手 

【業務】 【協議】 

鉄道交差 
計画協議 

踏切廃止の 
同意書を得る 

鉄道交差 
実施協議 

現地測量 
道路予備設計 

JR・伊勢鉄踏切交差予備設計 
近鉄架道橋予備設計 

道路詳細設計 
JR・伊勢鉄踏切交差詳細設計 

近鉄架道橋詳細設計 

H27 

H28 

H29 

H27 

H28 

H30 



現地測量 

実施協議 

廃止同意 

道 路 鉄 道 

道路・鉄道 

用地買収 

  工事着手  

Ｈ27 

 今後のスケジュール 

廃止踏切 

工   事 

鉄道協議 

予備設計 

詳細設計 

調  査 

用地関係 

計画協議 

機能回復 

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31～ 



平成２７年９月１８日 

～思春期から出会い、結婚、妊娠、出産、 
子育てを通じた少子化対策～ 

少子化対策 
地域支援 

活動事業を 
募集中 

出会い 
応援事業を 

開始 

思春期 
ライフプラン
教育事業を

拡充 



 これまでの津市における少子化対策への取り組み 

・妊婦健康診査 
・妊産婦医療費助成 
・不妊治療等の助成 など 

・乳児家庭全戸訪問事業 
・子どもに対する医療費の助成 
・児童手当給付事業 
・一時預かり事業 
・病児・病後児保育事業 
・子育て支援センター 
・放課後児童クラブ など 
 

・ワーク・ライフ・バランスを促進する意識啓発事業 
・仕事と子育ての両立のための基盤整備 

結婚 妊娠・出産 子育て 

出会い、結婚、妊娠・出産、子育てを通じた支援 

思春期 出会い 

次世代の親となる

子どもたちへの 

教育 

独身男女の 
出会いの場の 

創出 

働き方 

！ ！ 

！ 

これまでの少子化対策への取り組み 

・思春期ライフプラン教育 



 平成２７年度 少子化対策への３つの取り組み 

 取り組み① 

少子化対策地域支援活動事業を募集 

 取り組み② 

出会い応援事業を開始 

 取り組み③ 

思春期ライフプラン教育事業を拡充 

新規 

新規 



少子化対策地域支援活動事業 

 少子化対策の取り組み① 

少子化対策や子育て支援に関して、地域の特性を活かした創意
工夫のある企画を、市内で活動する民間団体から募集し、選定し
た活動に対し、補助金を交付 

企画例 

婚活イベント 
子どもを対象とした 
職業体験・農業体験 

親子応援イベント 

婚活スキルアップ 
セミナー 

子どもを対象とした 
地域行事・地域貢献

活動 

お父さんの 
子育て講座 

新規性を備えた次のような企画・・・ 



少子化対策地域支援活動事業 

 少子化対策の取り組み① 

補 助 額  １事業当たり上限２０万円まで 

募集件数  ６件程度（平成２７年度当初予算額１２０万円の範囲内） 

対  象 
市内に活動拠点を有し、本事業を適正に実施するための組織体制等
が整っており、継続的に少子化対策や子育て支援の活動を行ってい
る、又は行う計画がある団体 

少子化対策又は子育て支援に関する事業とし、新規事業又は既存 
事業の拡充したもの。また、他の団体等から助成金等の資金援助を
受けていない又は受ける予定がないもの 

募集事業 

締め切り  平成２７年１０月９日（金） １７時１５分（郵送の場合は必着） 

応募先  健康福祉部子育て推進課 （電話０５９－２２９－３３９０） 



出会い応援事業 

 少子化対策の取り組み② 

市役所の若手職員（概ね４０歳まで。２０人以内）を募ってプロ
ジェクトチームを設置し、結婚支援アドバイザーの助言等を受け
ながら、結婚に向けた出会いの場を提供する事業を企画提案
し、プレイベントを実施 

スケジュール 

９月 １０月 １1月～ １月下旬 

●庁内プロジェク 
  トチーム公募・ 
  設置 

●結婚支援アド 
  バイザーによる 
  講演 
●企画提案 

●プレイベント 
  実施に向け 
  た準備 

●プレイベント 
  実施 



思春期ライフプラン教育事業（市教育委員会事務局） 

 

 少子化対策の取り組み③ 

産婦人科医や助産師などを中学校に派遣し、思春期の子ども
たちに保健指導を実施することで、医学的知見に基づく妊娠・
出産の正しい知識を持ち、命の大切さや将来のライフプランを
考える機会を提供、市内の中学校２０校で実施 

平成２７年６月開始 

平成２７年８月末までに 
市内６中学校で実施済み 

平成２８年２月までに 

平成２７年９月以降 
市内１４中学校で随時実施 

市内中学校２０校で実施 



津市プレミアム商品券 再販売を実施 

 平成２７年９月１８日 

Sample 

Sample Sample 



引換販売の結果 

期 間 平成２７年７月１５日（水）～７月２６日（日） 

販 売 場 所 百貨店、大型商業施設、スーパーマーケットなど市内３９箇所 

発 行 冊 数 １３０，０００冊 

販 売 冊 数 １２７，８９２冊 （対発行冊数 98.4％） 

残 冊 数    ２，１０８冊 （対発行冊数   1.6％） 

津市プレミアム商品券の引換販売状況 

引き換え忘れに対する対応（市内３９箇所の引換場所、実行委員会HP等で案内） 

期 間 平成２７年８月３日（月）～８月３１日（月） 

販 売 場 所 津商工会議所、津市商工会（白山及び芸濃）、津北商工会の４箇所 

販 売 冊 数      ７５６冊 

残 冊 数    １，３５２冊 （対発行冊数 1.0％） 

引き換え忘れの問い合わせが多数あったことから、引換期間を延長 



商品券の再販売 

残っている商品券の再販売方法 

１，３５２冊 

現在の状況 

残冊数 

日 時 

平成２７年１１月３日（火・祝） 

販売場所 

まつり会場（フェニックス通り周辺及びメッセウイング・みえ） 

販売方法 

先着順による混乱を回避するため、まつり会場内で
お買物された方に商品券購入の抽選券を配布し、
抽選により当日引換販売を行う。詳細については、
実行委員会で販売手法を検討しチラシ等で周知 
 

引き換えされなかった 
商品券は、消費喚起を
目的として、新たな視点
から再販売 

再販売の方向性 

イベントへの集客と会場
内での消費を喚起！ 

イベント名 

津市プレミアム商品券発行事業 

興・味・津・津  津ぅプレミアムまつり 

イベント会場で再販売 

 

きょう    み    しん    しん 



興・味・津・津  津ぅプレミアムまつりとは 

商品券の使用促進 と 津市の魅力の再認識！新発見！ 

市内の魅力的なお店や津市の歴史・文化などを再認識、新発見する場と
し、商品券が使えるお店を一堂に集め、一層の消費喚起を図るとともに、
使用期限の前月に開催することで、商品券の使い忘れがないよう周知 

目的 

興・味・津・津  津ぅプレミアムまつりの概要 

 

 

メッセウイング・みえ 

 津ぅの物産＆スイーつフェスタ 特別編 

 

フェニックス通り 
 

観音公園 他 
 

丸之内商店街 

フェニックス通り周辺 

高虎楽座 農林水産まつり 津の街音楽祭 

歴史・文化 
の発信 

農林水産物
の振興 

市民への音楽
文化の浸透 

津ぅの物産やスイーツの販売など、
商品券を取扱うお店の情報を発信 

きょう       み       しん       しん 



22 

お買い回りスタンプラリーを開催 

中小店の販売促進 
商品券の換金額が高額な店舗から一部協力金をいただき、それをもとに中小店の
販売を促進するお買い回りスタンプラリーを実施 

目的 

スタンプラリーの概要 
期  間 

平成２７年９月１６日(水)～１１月３０日（月） 
対象店舗 

商店街などスタンプラリー参加店 約４００店舗（平成27年9月17日現在） 

応募先 

郵送又は実行委員会及び市役所に設置された応募箱へ投函 

参加方法 

①９／１６号広報津に同時配布されたチラシ兼台紙を利用 
②商品券や現金でお買い物をすると、１店舗につき「津ぅキャラ」

スタンプを１個押印 
③スタンプは全部で１２種類。スタンプ３種類から応募可能！ 

抽選で合計３００名に、
素敵な賞品が 
当たります！ 

賞品の一例 

津市プレミアム商品券消費喚起関連イベント 


